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東京証券取引所 TOKYO PRO Market への上場目的の開示 

 

 当社は、株式会社東京証券取引所が 2026 年 4 月 3日に公表した「TOKYO PRO Market への上場

目的の開示のお願い」を踏まえ、当社が東京証券取引所 TOKYO PRO Market（以下「ＴＰＭ」）

への上場時に設定した目標及び現時点における実現状況を、下記のとおり開示いたします。 

記 

１．ＴＰＭへの上場目的及び活用方針 

当社は、IT 人材を通じた情報ソリューションサービス（システムインテグレーション・デジ

タルコンテンツ）を主たる事業として展開しており、優秀な人材の採用・育成と顧客からの信

頼性確保が事業基盤の根幹であります。 

ＴＰＭへの上場（2023 年 11 月）に際しては、社会的信用力の向上、ガバナンス・内部統制の

高度化、人材採用力の強化を実現することにより、既存顧客との取引深耕及び新規受託機会の

獲得を加速し、企業価値の持続的向上を図ることを目的としておりました。 

上場後２期を経過した現時点においては、当該目的に沿った進展が認められております。一

般市場への上場については、当社の事業規模・収益基盤の更なる充実を見極めたうえで判断す

る方針であり、今後１年間（2027 年 4 月期）については、ＴＰＭ上場会社として現在の取組み

を着実に継続・深化させるとともに、一般市場への上場を見据えた事業基盤と体制強化に取り

組むことを基本方針といたします。 

２．新規上場時に設定した目標と実現状況 

当社がＴＰＭ上場の審査過程において担当 J-Adviser（フィリップ証券株式会社）に提出した

目標、及び現時点における実現状況は次のとおりであります。 
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４．一般市場への上場に係る現時点の考え方（参考） 

当社は将来的に一般市場への上場を志向しておりますが、現時点では具体的な上場時期・上

場予定市場・上場準備スケジュールを確定できる段階にはありません。 

当社経営陣としては、一般市場上場を目指すにあたっては業績状況・経営環境を見極めたう

えで、具体的な上場準備プロジェクトの立上げ可否を検討する方針であります。 

５．対処すべき課題等 

・ ＩＴ人材の採用力強化（同業他社との競合下における処遇水準の維持・向上、教育体制の

拡充） 

・ 売上の特定顧客への依存度の漸減（新規顧客・新規サービス領域の開拓） 

・ 関連当事者取引（代表取締役所有不動産の賃貸借取引）の継続的な妥当性検証及び一般市

場上場準備時における解消方針の具体化 

・ 企業規模拡大、子会社増加に伴う管理体制の整備・子会社の早期収益化 

６．今後の評価・開示の頻度 

本開示の内容については、毎期末（発行者情報・コーポレート・ガバナンス報告書・支配株

主等に関する事項の開示時期）を目途として、実現状況の評価及び必要な見直しを行い、当社

の IR サイト及び TDnet を通じて開示する方針であります。 

 

【免責事項】 

本資料に記載された内容及びスケジュールは、現時点での予定に基づくものであり、当社の

今後について確約するものではありません。経営環境の変化等により、本資料の記載内容と実

際の状況との間に乖離が生じる可能性があります。乖離が生じた場合には、その経緯及び修正

後の内容について改めて開示いたします。 

 

以 上 


